
生徒に社会的事象をより現実の社会に即して認識させるために､

新聞はどのように活用できるか
長野県北佐久郡北御牧村立北御牧中学 林 茂 樹

1.実践の概要

本校は山間部に位置する全校生徒220名の小規模校である｡ 明るく､.元気で､さわや
かな挨拶をしてくれる反面､白か進んで実行したり､自分の思っていることをきちんと

表現することが苦手な生徒も多い｡また､お互いに批正しあったり､磨き合ったりする

ことに弱く､困難を乗り越えたり､集団としての価値を高めようとする意識が今一歩で

ある｡

そこで､お互いを認め合い､活力を持って自らが判断し､活動できるような生徒の育

成を目標に新聞の教育力を利用させていただき､実践の方向を探っていくことにした｡

(1)職員室のNIEコーナー設置

･職員室のテーブルに新聞六紙を (午前中)､教育に関する記事をはじめ､社会福祉､

環境､経済等に関する問題など､あらゆる分野で活用してもらうことにした｡

(2)教科学習等での実践
･社会科､国語科､理科､英語科､道徳で新聞記事を活用した授業展開の試み｡

(3)保健室で取り組むNIE

･毎月一回､月末の職員会の折に ｢保健室より｣のコーナーを設け､養護教諭から保

健室の生徒の状況を報告してもらい生徒指導に役立てている｡養護教諭は､本校の

傾向だけでなく､現代社会の抱えている問題とも関連させて､新聞を活用している｡

(4)新聞記事の保存
･係の教師が新聞記事を一ケ月ずつ保存し､いっでも必要な記事を取り出せるように

しておく｡ また､必要に応じてスクラップなどもしておく｡

2.新聞の配置と整理の方法
午前中､新聞六紙を職員室のテーブルの上に配置し､職員が必要に応じて新聞の記事

を授業に活用しやいようにした｡また､午後は印刷室 (生徒会や学級でも利用する)に

置き､自由に見ることができるようにし､授業で必要な場合はコピーなどできるように

配慮した｡

3.実践の内容

(1)社会科での実践例
実践 1 公民的分野 ｢議院内閣制と大統領制の違い｣ 3時間扱い 11月 ～資料 Ⅰ
① 学習の発端

三年生の授業で議院内閣制と大統領制との違いを理解する場面で､資料集にあ

る両制度の仕組みを見ながら説明していたが､今一歩生徒の取り組みに意欲が見

られなかった｡そんな時､印刷室で新聞記事を見たという生徒が突然､アメリカ
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合衆国の大統領選挙の行方について質問してきた｡ ふだんニュースに関心を示

さなかった生徒たちだが､アメリカ合衆国の大統領選挙については､フロリダ州

の票の扱いをめぐって連日のようにマスコミで報道していたので関心を持ってい

たと思われる｡そこで､実際に新聞記事を使って大統領制の特色を探ることにし

た｡

② 学習の経過

ア.アメリカ合衆国の大統領選挙開始からの就任までの新聞記事を調べ､大統領

がどのように選ばれていくのかその過程を日本の総理大臣の選出と比較させた｡

<生徒の反応>

･日本の総理大臣と違い､国民が直接選挙できるとは知っていたがみんなで一

斉に候補者に投票すると思ったけど､国民は選挙人を選ぶだけだということ

がわかった｡

･日本と比べ選挙期間がとても長くてびっくりした｡

･選挙運動が派手で家族や応援する人が一緒にテレビなどに出てお祭りみたい

に騒いでいておもしろい｡

･候補者がテレビなどで相手の悪口など平気で言っているのに驚いた｡

･開票がなんで長引くのかよく分からなかったけど､新聞で州毎に投票用紙や

数え方が違っていることが分かった｡科学が進んでいる国にしては遅れたこ

とをしているんだなあと思った｡

ィ.調べたことから疑問に思ったことを挙げさせて､学習問題を設定し､その理

由を話し合わせた｡

｢なぜ､アメリカ大統領選はあんなに混乱したんだろう｣

<生徒の反応>

･開票に不正があったんじゃないかな｡

･数え方が州によって違っていて正確な数がわからなかったから｡

･ゴア候補を支持する人達が文句をいったから｡

･州毎に投票用紙が違っていてフロリダ州では､候補者の名前の穴が確認しに

くく間違ってゴア候補に入れるはずが違う人に入れてしまったので｡

･あんなに接戦になるなんて分からなかったし､いっもはだいたい分かったと

ころでやめていたんじゃない かな｡

･負けそうになって裁判所に訴えたので｡

･裁判所もはっきり結論を出さなかったから｡

ウ.話し合いの結果をもとに大統領制の特色を考えさせた｡

<生徒の反応>

･日本の総理大臣は国会で決まるから国民はあんまり､関心がないと思う｡ア

メリカ国民は自分たちが選べるのであんなにもめたんだと思う｡

･アメリカの大統領は自分たちの代表という気持ちをみんなが持っている｡

･確かに､日本の方が早くきまって良いけど投票できない から国民が本当に指

示している人が選ばれないんじゃない かな｡

･アメリカは日本より選挙の投票や開票の仕方が遅れているんじないかな｡も
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っときちんと数えられるようにコンピューターを使えば良いのに｡

･やっぱり､大統領は国を動かす人だから時間がかかっても直接国民が選んだ

方がいいと思う｡

③ 成 果

公民的分野の学習では､法律や制度などをそのまま覚えることが多く､とかく

人間の活動が見えてこず､意欲を持てないのが現状であったが､アメリカ合衆国

大統領の選挙が連日のようにマスコミで取りあげられて､多かれ少なかれ生徒た

ちの目や耳に触れる機会があり､加えて開票をめぐり混乱が起こっていたことや

昨年度から自由に新聞を生徒に見させる環境を設定してきたことにより､生徒の

興味 ･関心を引き､学習を自分たちの身近な社会的事象として捉えることができ､
更に授業で新聞記事を扱うことにより密度の濃い学習が成立した思われる｡

しかし､記事の読み取りには個人差があり､十分に社会的事象を理解できず自

分の考えを深められなかった生徒もいた｡今後も記事の趣旨を読みとる経験を積

ませることを心掛けていきたい｡

実践2 公民的分野 ｢裁判と人権｣(少年法の改正) 2時間扱い 3月 ～資料Ⅱ
① 学習の位置づけ

公民的分野の学習の総まとめとして､この一年間を振り返って自分が一番興味

を持った社会的事象で公民的分野の学習に関連があるものをあげさせたところ､

以下のようなものがあがった｡

少年による凶悪犯罪､アメリカ大統領選､田中県知事の就任､大企業の倒産､

介護保険制度

そこで､自分たちにとり､一番身近でなおかつ関わりのある社会的事象である

ことから､少年による凶悪犯罪を昨年12月に改正された少年法と絡めて ｢裁判と

人権｣の中で取り上げることにした｡

② 学習展開 (授業記録)

段階 学習活動及び生徒の反応 指導 .助言

･福岡の17才の少年によるバスジャック事件 に関する新聞のスク

･大分の一家六人殺傷事件 ラップ記事を提示

･愛知県豊川市の夫婦殺傷事件

･清水市14才による隣室男性刺殺事件
･兵庫タクシー運転手強殺事件

*開 2.資料を見て少年犯罪についてどう思うか発表しようo ･事件についての感想

･15才なんて私と同じ歳なのに､こんなことをするなんてバカなこと をあげさせる○

をする人たちもこの世の中にはいるもんだと思ったo ▲自分の感 じたことを

ゲームで人を殺したりするのと､本物の人間を殺すのとでは全く 自由に挙げさせる○

違うことを分かっていないと思う○少年法が改正されて良かつた○

･ほとんど自分と年齢が変わらない人達が犯罪を犯すのには驚いてし

まう○い?たい､原因は何だろう○ こうなってしまったのは周りの
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展

開

･どこで歯車が狂い始めたのか不思議に思う｡身の回りではそんなこ

とがないから｡

3.この後､少年たちはどうなるか資料を見て考えよう｡

･14才以上という年齢で区切られ､14才未満は児童相談所を通し､家

庭裁判所へ送られ処分される｡14才以上は家庭裁判所へ送られ､少

年法により少年院などに送られる｡また､凶悪犯罪のみ､16才以上
20才未満は刑事裁判になる｡

･19才までは少年なので刑法でなく少年法が適用されるから人を殺し
ても死刑にはならない｡

･少年法の適用により､一般成人より刑が軽い｡また､少年法の改正

前のころは14･15才は刑事処分ができなかったため犯罪が多かった
と思う｡

4.どうして､少年は大人と犯罪に対する処分が違うのか考えよう｡

･まだ､未熟で刑罰より教育の方が大切だから｡

･まだ､少年は成人になっていないし､大人は成人になっている｡ 処

分が違ってもいい｡

･まだ判断能力が未発達と考えられているから､少年ということもあ

り将来の立ち直りを期待し､保護 ･育成を重視しているから｡

･子どもはまだこれからがあるし､責任感があまりないため｡

5.どうして少年法が改正になったのか｡また､どのように改正されたか

資料を見て簡単にまとめよう｡

(理由)

･前の少年法では､16才以上が刑事罰の対象となっていたが､このご
ろ16才未満の悪質な犯罪が多くなり､裁けないので｡

･少年の凶悪事件が相次いでいるので｡

･少年による凶悪犯罪を減らすため｡

(改正の内容)

･刑事処分ができるのは､16才からだったのが14才からになった｡
･16才以上の刑事罰対象年齢を14才以上に引き下げ､厳罰化された0

6.少年法の改正についてどう思うか考え､その理由もあげよう｡
(賛成)

･今は14､15才でも犯罪が増えているから引き下げて良かったと思う｡
改正 して犯罪が減るか分からないけど少しでも減ったらいいと思う｡

･自分が犯してしまった罪はちゃんと償うべき､それは年齢は関係な

いと思う｡

･今やったら捕まるという考えが浮かぶから｡

･14才以上の悪質な犯罪者を野放しにしておくわけにはいかないけれ

ど､それとは関係なく疑問がある｡それは､今回の改正少年法は何

となくあっさり成立したみたいだけど､なぜ今までの政治家は改正

しようとしなかったのかが気になる｡

(反対)

･反対です｡なぜかというと､刑事罰対象年齢を下げても犯罪が減る

とは限らないから｡

･子どもはまだ､自分をちゃんとコントロールできない から重い責任

を負わせてもかわいそう｡

(どちらとも言えない)

･確かに少年犯罪の厳罰化をせずにはいられない状態であるとは思う
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断させる｡

大人と違いどんな凶
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も今までは､刑法で

裁かれず死刑など極

刑にはならないこと

に着目させる｡

少年法の趣旨を考え

させる｡

少年法の改正と少年

の凶悪事件の多発と

の関係を考えさせ､

罰を与えれば犯罪が

減るという考え方が

あることに気づかせ
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改正少年法の記事を

資料として提示する｡

自分の考えを学習カ

ードに書かせて発表

させる｡

少年法改正が少年犯

罪の減少につながる

かどうか考えさせる｡

自分の考えの根拠を

きちんと言えるよう

に理由もあげさせる｡

罰を厳しくすれば本

当に減るのか考えさ

せる｡

･少年犯罪の多発は少



展

開

が､改正しても少年犯罪自体がこのまま減っていかなければ意味が

ないと思う｡

犯罪をした人は処分されるべきだと思うからいいと思うけど､本人

が人を殺したりしているのになんの反省もないなら意味がない気も

する｡

終

莱

年を取り巻く社会環

境の変化と家庭や社

会の教育力の低下に

関係があることに気

づかせる｡

7.少年犯罪をなくすにはどうしたらよいか考えよう｡
･人を思いやる心と命を大切にすることを学んでいかなければいけな

いと思う｡

･日頃の生活にけじめを持ち､軽く ｢死ね｣などという人を傷っける

言葉を言わないようにする｡

･良いことと悪いことの区別ができるようにちゃんと教育をする｡

･まず､大人がそういうことをしない｡そうすれば少なくとも減ると

思う ｡

･犯罪を犯す人は､子どもに限らず大人もだけど ｢カーッ｣となった

りムカついたりしている時が多い｡日常生活にストレなったりムカ

ついたりしている時が多い｡日常生活にストレスがたまるといけな

いから､環境が大きく影響すると思う｡大人はいけない時には､し

っかりと怒ってから分からせないとダメだけど､その個人の気持ち

を大事に育てていかなければいけない｡

少年犯罪をなくすに

はどんなことが必要

か自分の問題として

考えさせる｡

学習カードに書かせ

て発表させる｡

③ 成 果

いままでの学習の中で､なかなか自分の考えを素直に全体の前で発表できない

生徒たちであったが､自分たちと同じような年齢の少年による犯罪という事象を

扱うことによって他人事としてではなく自分の問題として捉えることができ､真

剣に考えて意見を発表したり､友だちの意見を聞くことができたと思う｡ それは､

ビデオなどの映像を取り入れた時と違い新聞の記事をじっくりと読むことによっ

て事象に対する認識が深まり､自己の内面でしっかりと考えを組み立てることが

できたからと考えられる｡また､今まで新聞を取り入れた学習を何回かに渡って

やってきた成果であると言ってもいいと思う｡

(2)保健室でのNIE実践例～資料‖
《本校の保健教育と養護教育の日頃の実践事例≫

養護教諭の日頃積極的に実践している ｢保健だより｣や ｢保健室から･･･｣の一

部を紹介する｡これらは､職員会で報告され､学級担任の保健指導にたいへん役立っ

ており､かっ学級担任と養護教諭とのより良い連携にもなっている｡

【保健教育】

1.ねらい

ひとりひとりが自分のからだや生活の仕方に関心を持ち､自分や他人のからだを

肯定し､受けとめられるようにするため､からだへの科学的な認識を育て健康やか

らだへの価値に気づくことができるようにはたらきかけたい｡

2.重点目標

① 自分を意識し､他人や異性を意識するこの時期に､まず自分のからだを正しく

理解すること｡
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そして､自分とは異なる異性のからだも理解する｡ (Bodyisgood.Iamokand

youareok.)

② 望ましい健康生活習慣の形成を図る｡～衣 ･食 ･住の大切さ～

･規則正 しい生活のリズムの確立-睡眠 ･食事 ･排便 ･歯磨き･手洗い等｡

③ 健康の自主管理に努める｡

･検診後の治療や予防-う歯 ･視力等

･心の健康-悩み ･不満等.

3.重点目標の具体的方法

① 子どもたちが自分のからだに関してどんなことを思っているのか､要求 したい

ことは何なのかを大切 しながら ｢からだはプライバシーの原点｣という視点に立っ

て､健康診断時や身体測定後の保健指導を利用し､からだの不思議さ､素晴らし

さを感 じていけるように ･･･と願い､｢からだ学習｣を中心に行う｡ (年間計画

に基づいて行う)

･身体測定が行われた後 (4･6･8･11･2月)

② 健康診断結果や毎日の生活経験の中から､自分の衣 ･食 ･住に目を向け関心が

持てるように働きかける｡

③ 健康診断で見っかった疾病については､できるだけ早 く受診 し､治療 ･予防を

促す｡また､思春期ゆえの不安､悩み等は ｢しっかりと聞き取る｣ことをしなが

ら､子ども自身がことばにして表現 していけるように援助する｡

4.学級における保健管理 ･保健指導

① 検診の事前指導や ｢はけんだより｣は必ず短学活で扱う｡

② 保健指導の内容は､衣 ･食 ･住を中心に全て生活の中にあることなので､毎日

の生活体験の中で､生徒たちが不思議に思ったり､気づいたり､考えたりして､

より良い生活に向けて生かしていけるように援助 していく｡必要な資料などは係

で添える｡(以下略)

※ ｢はけんだより｣､｢保健室から･･･｣の資料の紹介 (平成13年 1･2月)
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｣
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吐
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膏
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受
け
入

れ
た
い
と
の
需

蔓

だ

が､事
件かり四カ月た

った今
轟

は
小
唄
r
r
rみ

ん
掌

っ
た
の
に
'
今
牡

と
っ
す
べ
き
か
分
か
h言

方

に
■
れ
霞

だ
っ
L
Je
当
時

は
豊
丁に
帝
り
を
同
け
菅

山
か
っ
LJ｣

蛋

t
用
や
生
義

っ
た
三

人の華
子
ど
む
二
人
の

舟

､g
f

墓
守8
I
.

零もしなかつ岳
に班

を
す日々｡望
濁

す雪ちに､趣け中川長盛

巾は刑事雲

い

十五枚の少年の
斜辺に'不

爪革慧

じた.

f改正少年BLH,ウ8別

添
役
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な

い
く
ら
い
四
七
な
犯
行
｡
善

書

か
ゆ
い
処
分
薫

り
入

れ
覆

ヒ
｡
友
華
等
た

す
た
に
昆

た
博
し
き
'
や
り

甥
の
な
い
声
持
ち
は
収
半
ら

な
い
.

愛

知

の

夫

婦

｢

殺借
の少年
送
致
｣に
う
な
ず
く

藩

叩時
に
r人
養

蚕

を
し
た
か
っ
た
｣
轟

々
と
供

述
し
た
元
F

貯
ま
の

少年

(tv)｡
覇

叫
q
川
市
の
天
S

誓

■
件
で
社
食
1
主

義

嘉

に
､
ニ
士
ハ
月
卜

附
か
れ
た
少
年
一-
判
で
▲患

落
女
■
U
短
冊
子
で

も
古
甚

衣
仇
の
岩
留
*
夢
故
判
官
が

r葉

山
毒
監

蛋
す
る
)

と
の
決
定
を
甘
い
現
し
た
B

叫

伺
…

空
lrに
い

套

警

句でう

宗

入
野
は
｢吉
ヨ
の
点
嫌

で
班
事
i
の
悲
し
み
や
苦
し

蓑

点
し
､
t
押
す
寺

)と

が

専
攻の
大
き
.;T･64
t
r
亡

と
述
べ
'
少
年
や
k
i萌
が
冶

t
や
什
F
に
異

な
餐
B
:

卓
が
し
て
い
与

-毒

し

L
r少
年
は
こ
の
8
年
巾
九
時

半
毒

血
し
く
Id
が
練
る

中
を
ワ
h
ン
I
に
♯
っ
て
名

一i

蕪

に
判
t
y
■
判
に
は

9
t年
暮
別
所
の
付
色
の
制
服

上
下
に
サ
ン
ダ
ル
常
で
出
捷

し
た
｡

47

タク シ ー強盗

少
年
が
刺
し
た
と
供
述

兵
霞

肌
il
即
実
加
で
二
十

七
日
牧
､
タ
ク
シ
ー
q
LP
中
三

舟
芸
ぎ

ん
(D
d

a誉れ
雅

上
金
が
す
わ
れ
た
事
件
で
､
県

書
塁

]
製
の
相
野
串
空

茶

郡
に
額
盗
殺
人
等
労
で
速
和
さ

れ
褒

争
産
耶
の
葺

少
庄

(
ln
と
同
郎
の
雷

一
年
の
女

子
生
巽

一〇
が
肘
ペ
に
対
し
､

点
董

っ
つ
も
り
で

少
年
が
三
共
さ
ん
に
S
り
つ

け
-
刃
物
は
.q
唯
中
に
抽
て

LJ.
Jか耶
班
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
.
佃

切についで少

正
は

r仕

邪をして
い
な
い
こ

と
tiI別
筆

.
遥
く
ほ
行

き
た
く
て
金
か
歓
し
か
っ
た
｣

と
熊
述
し
て
い
る
と
い
う
｡
茂

壷
石
部
は
三
十
日
､
二
人
を
挿

芦
地
検
雌
飴
支
.tjQに
送
辞
L

LJ+刑
ペ
に
よ
る
と
J
LI]大
苧
～

は
す
の
右
仙
を
税
制
は
刃
物
で

曇

り
つ
け
ら
れ
て
お

り
､
椎
田
ほ
央
爪
牝
だ
っ
た
'

タ
ク
シ
ー
は
如
生
け
を
痢
q
し

た
墓

苑
見
さ
れ
て
お
り
~
三

爽
さ
ん
に
衣
服
の
乱
れ
な
ど
放

抗
し
た
守
丁
は
な
か
っ
た
.
少

年
ら
が
タ
ク
シ
ー
を
坪
丑
さ

せ
､
三
美
さ
ん
を
や
艶
か
ら
い

き
な
り
tr
rLた
と
み
て
､
豊

玉
耶
は
ぎ
ら
昭
押
し
く
刑
ペ
て

い
る
｡
O
J8
ら
は
祁
Ji余
せ
竹
っ
化

披
~
濁
り
か
か
っ
た
化
せ
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
し
て
節
約
柵
内
Bn
LJ

行
フ
LJ
U
と
が
わ
か
っ
て
T.

改

正

少

年

法

が

成

立

軍

の
珂
■
年
齢
の
引
き

下
げ
な
ど
蔓

義

正
少

年
溝
は
二
十
八
日
宇
汝
の
女
帆

走
4
■
で
､
Ld,牢
こ
tqと
馬

主
'
日
由
軍

の
k
成
多

七
で
可
R
さ
C
､
普

し
た
.

共
h
Lt
社
民
E
文
は
反
対
し

た
.
董

ゆ
晃
年
四
月
か
ら

X
tt:さ
れ
蓋

だ
｡
n
芹
蛙

が
北
行
き
れ
た
一
九
四
九
年
以

■
'
葦

葦

で
'

壷

は
対
す
l着

化に

斗
点
が
吐
か
れ
て
い
る
｡
今

後

の
要

で
は
､
伯
を
Tの
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